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現
代
経
済
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教

…
一
主
と
し
て
資
本
主
義
の
歴
史
的
分
析
を
中
心
に
ー
ー

石

澤

撤

　
　
　
　
　
　
　
一
、
資
本
主
義
経
済
の
成
立
に
関
す
る
諸
家
の
見
解

　
資
本
主
義
な
る
用
語
は
、
純
粋
経
済
学
者
は
み
と
め
な
い
。
マ
ル
ク
ス
も
定
義
し
な
か
っ
た
。
ゾ
ム
バ
ル
ト
が
定
義
し
て
、
生
産
手
段

の
所
有
老
と
無
所
有
の
労
働
者
が
斎
場
で
結
合
さ
れ
る
一
つ
の
流
通
経
済
組
織
で
あ
る
と
し
た
。
彼
は
ま
た
資
本
主
義
を
三
つ
の
時
期
に

区
分
し
、
初
期
資
本
主
義
、
高
度
資
本
主
義
、
後
期
資
本
主
義
と
し
た
。
そ
し
て
、
資
本
主
義
に
は
資
本
主
義
精
神
が
あ
る
と
考
え
た
。

資
本
主
義
の
本
質
と
起
源
に
関
連
し
て
、
資
本
主
義
精
神
の
分
析
で
、
ウ
エ
ー
バ
ー
、
ト
レ
ル
チ
と
、
ル
ヨ
・
ブ
レ
ン
タ
…
ノ
、
ゾ
ム
バ
ル

ト
の
見
解
が
対
立
し
た
。
論
争
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
ウ
ユ
ー
バ
ー
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
」

な
る
名
著
が
出
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
ウ
エ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
精
神
と
は
、
個
人
的
放
縦
と
感
性
的
欲
求
を
禁
圧
す
る
世
俗
的
禁
欲
主
義
の
職
業
倫
理
、
こ
と
に

禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
の
職
業
倫
理
観
が
、
中
世
的
な
倫
理
観
か
ら
、
「
倫
理
の
転
換
」
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
ト
レ
ル
チ
は
、

ル
ッ
タ
…
派
は
そ
の
点
で
は
中
世
的
で
あ
っ
た
が
、
カ
ル
ヴ
ア
ン
派
が
「
倫
理
の
転
換
」
を
な
し
と
げ
た
と
し
て
、
ウ
エ
ー
バ
ー
の
意
見

を
麦
持
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ル
ヨ
・
ブ
レ
ソ
タ
ー
ノ
は
、
資
本
主
義
精
神
と
は
、
無
限
な
る
鴬
利
欲
で
あ
っ
て
、
ル
ネ
ッ
サ
γ
ス
と
宗

教
改
革
以
来
、
従
来
の
大
商
人
や
高
利
貸
が
、
中
世
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
自
由
に
営
利
の
た
め
に
活
動
し
始
め
た
に
よ
る
と
し
た
。

ゾ
ム
バ
ル
ト
は
、
中
世
後
期
以
後
、
大
商
人
や
高
利
貸
が
、
営
利
の
た
め
に
営
利
す
る
と
い
う
無
制
限
な
生
産
を
始
め
た
に
よ
る
と
し
た
。
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R
・
H
・
ト
ー
ニ
ー
は
、
「
宗
教
と
資
本
主
義
の
勃
興
」
で
、
英
圏
の
歴
史
的
現
実
に
照
し
て
、
ウ
エ
ー
バ
ー
の
見
解
の
修
正
を
試
み
、
ル
ッ

タ
ー
、
カ
ル
ヴ
ア
ン
の
経
済
倫
理
は
、
中
世
的
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
な
ど
に
み
ら
れ
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
で
は
、
宗
教
（
教

会
）
は
個
人
の
魂
の
愚
鈍
と
麦
配
の
領
分
に
退
き
、
社
会
生
活
の
指
導
面
か
ら
後
退
し
、
「
神
の
栄
光
の
た
め
」
と
い
う
大
義
が
失
な
わ

れ
、
教
会
は
社
会
正
義
や
社
会
生
活
に
無
関
心
と
な
り
、
本
来
の
資
本
主
義
は
著
し
い
発
達
を
み
た
と
し
、
実
践
生
活
の
課
題
を
提
起
す

る
。
日
本
で
は
大
塚
久
雄
教
授
は
ウ
エ
ー
バ
ー
の
見
解
を
皮
持
し
、
榊
原
厳
教
授
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
資
本
主
義
精
神
は
、
啓
蒙
主
義

哲
学
の
生
ん
だ
子
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
二
、
現
代
社
会
の
状
況
把
握
の
方
法

　
ウ
エ
…
バ
ー
は
、
そ
の
著
で
、
欧
州
近
代
社
会
の
特
質
の
分
析
を
目
的
と
し
、
近
代
社
会
を
資
本
主
義
者
会
と
認
識
し
た
。
ト
レ
ル
チ

も
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
と
現
代
世
界
」
な
ど
で
は
、
近
代
社
会
交
明
の
精
神
を
資
本
主
義
精
神
に
あ
り
と
み
た
。
し
か
し
、
ト
レ
ル

チ
は
門
啓
蒙
主
義
」
及
び
「
宗
教
改
革
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
で
は
、
啓
蒙
主
義
こ
そ
は
、
近
代
社
会
の
始
ま
り
で
あ
り
、
成
立
で
あ
る
と

し
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
も
宗
教
改
革
も
、
後
向
き
の
も
の
、
、
中
世
色
の
濃
厚
な
も
の
で
あ
り
、
啓
蒙
主
義
に
始
ま
る
近
代
社
会
成
立
へ
の
過

渡
期
、
準
備
期
で
あ
り
、
中
世
的
統
一
の
分
裂
・
分
極
化
で
あ
る
と
み
て
い
る
。

　
ウ
エ
ー
バ
ー
、
ブ
レ
ソ
タ
ー
ノ
、
ゾ
ム
バ
ル
ト
及
び
マ
ル
ク
ス
ら
の
時
代
は
、
自
由
主
義
的
資
本
主
義
が
生
み
出
せ
る
労
働
問
題
の
発

生
、
労
資
の
対
立
か
ら
、
資
本
主
義
是
か
、
社
会
主
義
是
か
が
問
題
と
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
が
、
我
々
現
代
人
は
、
よ
り
根
本
的
な
文
明

の
危
機
に
直
面
さ
せ
ら
れ
て
、
近
代
社
会
の
性
格
を
、
よ
り
根
本
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
資
本
主
義
国
が
滅

び
、
社
会
主
義
国
が
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
両
陣
営
と
も
に
否
定
さ
れ
る
か
、
存
続
す
る
か
に
あ
る
。
ウ
エ
ー
バ
ー
も
、
西

欧
社
会
の
合
理
化
が
生
み
だ
す
非
合
理
化
の
問
題
と
み
、
マ
ル
ク
ス
は
階
級
社
会
の
人
間
疎
外
の
問
題
と
み
た
が
、
現
在
に
あ
た
っ
て
は
、

よ
り
切
迫
し
た
問
に
た
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
陰
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
「
現
代
の
精
神
的
状
況
」
で
も
、
ベ
ル
ジ
ヤ

エ
フ
の
「
新
し
い
時
代
の
転
機
に
立
ち
て
」
で
も
、
M
・
ブ
ー
バ
ー
の
「
も
う
一
つ
の
社
会
主
義
」
で
も
、
資
本
主
義
社
会
か
、
社
会
主
義
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社
会
か
の
テ
ー
マ
で
は
な
し
に
、
現
代
文
明
そ
の
も
の
の
危
機
が
問
わ
れ
て
い
る
、
世
界
に
お
け
る
人
跡
の
存
在
一
般
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三
、
近
代
社
会
を
科
学
技
術
文
明
の
発
達
の
上
に
た
つ
産
業
主
義
社
会
と
定
義
す
る

　
ト
レ
ル
チ
が
近
代
社
会
は
啓
蒙
主
義
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
世
と
異
質
的
な
も
の
だ
と
定
義
し
た
。
プ
リ
ザ
…
ブ
ド
・

ス
ミ
ス
は
「
啓
蒙
主
義
」
の
著
で
、
啓
蒙
主
義
の
性
格
を
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
人
の
世
界
観
を
、
科
学
に
基
礎
を
お
く
真
理
の
基
準
を
新
し
く

た
て
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ク
レ
…
ン
・
プ
リ
ン
ト
ン
は
、
「
近
代
精
神
の
形
成
」
で
、
一
七
〇
〇
年
に
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
科
学
的
綜
合

が
生
れ
る
ま
で
に
、
科
学
的
知
織
ぱ
、
学
問
あ
る
人
々
の
間
に
浸
透
し
て
い
た
と
の
べ
て
い
る
。
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
・
ス
ミ
ス
は
「
近
代
文

化
の
起
源
」
で
、
近
代
社
会
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
や
宗
教
改
革
に
始
ま
る
の
で
は
な
く
し
て
、
「
科
学
的
再
生
」
と
よ
ば
れ
る
科
学
的
合
理
主

義
に
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
一
五
四
三
年
の
コ
ペ
ル
ニ
ッ
ク
ス
に
始
ま
り
、
ベ
サ
リ
ウ
ス
、
カ
ル
ダ
ン
ら
に
よ
る
科
学
的
再
生
こ
そ
は
、

近
代
交
化
の
起
源
の
最
も
著
し
い
特
色
で
あ
る
。
宗
教
改
革
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
後
向
き
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
こ
そ
は
近
代
社
会

を
、
歴
史
的
に
は
前
向
き
に
進
め
た
積
極
的
な
特
色
で
あ
る
と
い
う
。

　
近
代
社
会
の
誕
生
を
、
科
学
の
発
露
に
基
礎
を
お
く
、
ま
た
は
、
そ
れ
に
支
持
さ
れ
た
る
啓
蒙
主
義
に
始
ま
る
と
す
る
な
ら
ば
、
近
代

社
会
は
経
済
面
で
は
、
科
学
技
術
交
明
の
上
に
た
つ
産
業
主
義
社
会
と
み
る
の
が
、
現
代
社
会
の
状
況
把
握
の
よ
り
適
確
な
方
法
で
あ
る
。

　
近
代
社
会
を
こ
の
よ
う
に
把
握
す
れ
ば
、
資
本
主
義
か
被
会
主
義
か
の
選
択
的
テ
…
マ
で
は
な
し
に
、
よ
り
根
本
的
な
、
科
学
技
術
文

明
の
発
展
が
生
み
出
す
課
題
、
経
済
社
会
面
で
は
、
産
業
主
義
社
会
の
生
み
だ
す
テ
…
マ
が
課
題
で
あ
る
。
思
想
的
に
は
理
性
主
義
で
あ

り
、
科
学
主
義
で
あ
り
（
こ
れ
は
よ
い
意
味
で
の
み
い
う
の
で
は
な
い
）
、
経
済
制
度
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が
い
っ
た
産
業
革
命
に
も
と

つ
く
、
軍
事
的
封
建
社
会
に
代
る
産
業
主
義
社
会
で
あ
る
。
歴
史
思
想
を
み
て
も
、
ボ
ル
テ
…
ル
に
よ
っ
て
、
中
世
以
来
の
ボ
ッ
シ
エ
の

歴
史
神
学
思
想
が
批
判
さ
れ
て
以
後
、
神
学
思
想
は
理
性
主
義
・
科
学
主
義
の
前
に
属
し
て
、
そ
の
再
建
が
み
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
定
義
を
、
日
本
の
文
明
史
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
近
世
社
会
（
江
戸
時
代
）
は
全
国
市
場
が
成
立
し
、
重
扇
経
済
が
発

達
し
て
い
た
が
、
近
代
社
会
と
は
い
え
な
い
。
近
代
社
会
と
い
え
ば
、
明
治
維
新
以
後
の
啓
蒙
主
義
（
文
明
開
花
）
以
後
で
あ
り
、
佐
久
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閥
象
山
の
い
う
東
洋
の
道
徳
と
西
洋
の
芸
術
（
科
学
）
の
文
明
の
輸
入
に
よ
っ
て
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
近
代
産
業
主
義
精
神
を

分
析
し
て
み
る
と
、
近
世
に
お
い
て
、
貨
幣
獲
得
欲
＋
町
人
道
徳
（
商
人
道
徳
）
に
よ
り
、
商
人
資
本
の
蓄
積
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
、

西
欧
の
科
学
技
術
文
明
を
採
用
す
る
啓
蒙
主
義
的
な
企
業
精
神
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
、
近
代
日
本
の
産
業
資
本
主
義
が
成
立
し
た
。
封
建
倫

理
か
ら
、
近
代
的
産
業
主
義
精
神
へ
の
倫
理
の
転
換
を
行
な
っ
た
も
の
は
、
福
沢
諭
吉
ら
の
啓
蒙
主
義
者
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
四
、
現
代
キ
リ
ス
手
者
に
と
り
て
の
課
題

　
我
々
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
は
、
資
本
主
義
か
社
会
主
義
か
の
問
で
は
な
く
て
、
よ
り
根
本
的
な
異
常
に
発
達
し
ゆ
く
科
学
技
術
文
明

の
上
に
た
つ
産
業
主
義
社
会
で
、
科
学
主
義
の
弊
に
よ
る
人
間
疎
外
の
問
題
を
始
め
、
そ
の
よ
う
な
社
会
に
即
応
し
、
そ
れ
に
調
整
さ
れ

な
い
た
め
に
生
じ
て
い
る
多
く
の
部
面
の
弊
害
の
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
是
正
し
て
ゆ
く
こ
と
に
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今

日
で
は
先
進
資
本
主
義
国
と
い
わ
れ
る
国
ほ
ど
、
混
合
経
済
体
翻
、
即
ち
、
国
家
が
社
会
福
祉
や
社
会
政
策
を
主
と
す
る
の
み
で
な
く
、

国
家
自
か
ら
経
済
活
動
を
な
し
、
経
済
界
を
指
導
し
、
計
画
化
と
統
調
化
を
著
し
く
し
て
い
る
時
代
で
、
自
由
主
義
的
資
本
主
義
国
家
で

は
な
い
。
こ
れ
を
知
る
な
ら
ば
、
我
々
キ
リ
ス
ト
者
は
、
わ
が
国
の
政
治
や
国
家
社
会
が
正
し
い
方
向
へ
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
性
を

強
化
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。
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